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1. 緒 言

活性汚泥法や回転円板法等によく出現する後生動物で

あるワムシは,汚泥槽中のバクテリアや小さな原生動物

を捕食し増殖していくため,槽内の汚泥発生量を減少さ

せたり,流出水の透明度を引き上げる1)働きを持ってい

る.

ここでは,このワムシの増殖の様子と共にその速度を

検討した.またワムシは,頭部にある繊毛環によりまわ

りに水流を起こし,その水流によって運ばれてくるバク

テリア等を口の部分の繊毛により食道の方へかき込むよ

うにして摂取を行うようであるが,そのことによって浮

遊物が波過される水量についても検討を加えた.

2.ワムシについて

活性汚泥や回転円板によく出現するワムシはべニヒル

ガタワムシ(Philodina),ヒルガタワムシ(Rotan-a)(図1)

等のヒルガタワムシ類であるが,この類は雄虫がまった

く存在せず,全て雌虫より単性発生で増殖を行う.通常

何かに固着して摂取を行うが,泳ぐときも繊毛により泳

ぐことができる.周年性である.

図2は,ネズミワムシ(TrichoceyICa)の種と思われるも

ので,この種もよく活性汚泥中に出現する.この種は,

雄虫が存在する類である.雄虫は,まわりの環境の悪化

(寒暑または群集の過多)等により,雌虫が減数分裂によ

り生んだ半数性の卵より発生する.しかしながら,あま

りこの雄虫は発見されなく不明な点も多い.通常雌虫は

2倍性の夏卵(Summeregg)を生み,それから雌虫が生じ

る.よって,普通の状態ではこの種でも雄虫は出現しな

いと考えるのが適当である.発生時期は主に夏と秋であ

る.

3.実 験 方 法

1) 増殖速度の測定

図3のように,コンケーブスライドグラスの上に,約

0.1mgのバクテリアの培地を作 り,その中にワムシを

1-5個体ほど接種して,顕微鏡 (100倍)によって個体

数の変化を調べた.バクテリアの排出物の影響や酸欠等

が起こりうまく培養ができなかったため,一度バクチリ
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図1 ヒルガタワムシ 図2 ネズミワムシ(Tricho-

(Rotarl'a)とその卵 cerca)とその卵

図3 ワムシ培養器

ア液を静置させ,大きなフロック等を沈殿させ,浮遊の

バクテリアをとり,それを遠心分離にかけて上澄を除き,

バクテリアを分離し,それに井戸水を加えて浮遊させた

ものを培地とした.

ワムシとしては,ヒルガタワムシとネズミワムシを用

いた.ヒルガタワムシは,一日1回ほどの割り合いでエ

サを追加してやらねばならなかったが,ネズミワムシは

初めだけとした.途中,蒸発する水の分を添加補正した.

2) 漉過水量の推定
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